
第３３号 たすけあい活動３０周年特別記念号 平成２９年（２０１７年）９月１日 （１） 

 特定非営利活動法人 たすけあい一歩 

代表 横田治絵 

〠２７６－００２６ 八千代市下市場１－５－８ 

；０４７（４８５）７０５０ ＦＡＸ；０４７（４１１）７６２６ 

Ｅメール tasukeai.ippo@gmail.com 

 

 

 

 

 

 

代 

 

 

 

 

 

 

 

 

梅の花が咲いて桜の蕾もふっくらとして参りました。こ

としもまた少しの間淡い夢を見させていただける季節が

廻ってきたようでございます。でもそれはほんの束の間

のこと、桜吹雪の美しい光景も無情の雨に叩かれて、

はかなく散りゆくさだめでございます。でも自然界はもう

次なる演出に取り組んでおります。雨水を頂いたら今

度は目に若葉でしょうか？ いいえ、その前にちょっと

お楽しみをと、筍の時を２～３週間ほど頂いておりま

す。ことしも桑橋にて筍狩りを計画しております。４月２４

日(日)１２時から皆様と楽しいひと時を過ごしたいと願っ

ております。 

さて、自然界は弛まず仕事を続けておりますが、素

晴らしい自然界の中で生きている私達人間は、それぞ

れの果たすべき役割をしっかりと全うしているのでしょう

か？ 地球を家に、家を身体に置き換えてみると、人とし

てやるべきこと、どうやるべきかが見えてきます。これぞ

この世の諸問題を解決する根本だと確信いたしており

ます。しかし、それは実現不可能な絵空事だとして片 

 

付けてしまうのもまた人なのです。考えてみてくださ

い。私達が住む家(地球)の中には溢れるほどの人が住

んでいるのではないでしょうか？ 決して手が足りないと

いうことはありません。また、家を身体に置き換えてみ

たら、その家には考える頭があり、善悪を正す心が 

ていれば起こしてあげられる手があります。

家（地球）の中の仕事は統治、教育、衣食住に

関すること、病院、清掃、光熱水に関すること、

福利厚生…等々が大まかなもので挙げられま

すが、身体と一緒で不必要なものは何一つあ

りません。仮に足の指は１０本もあるから１本位

はなくてもいいと思う人がいるでしょうか。以前

私は右足の親指を怪我したことがあるのです

が、怪我の程度は軽傷でしたが親指に力が入 

らず、１か月近く歩けませんでした。その時つくづく

人の身体は爪の先まで大切な役割があるのだと痛

感したものです。身体は定められた場所以外の場所

（目が口で、口が耳で等)で働くことはできませんが、

家（地球）の中の仕事は選択可能です。けれども公

務員天国と言われる時代にあっては、不人気なのが

誰もが承知の通り看護師や介護職員です。過酷な

仕事であることは確かですが「立派な仕事だと思い

ます。でもそんな仕事をするなんて考えられません」

と言われるのです。今更のように亡き母の言葉が思

い出されます。「決して綺麗な仕事ではない。でも誰

かがやらなければならない。もし自分がしてもらわな

ければならなかったら嫌でしょう？ それなら相手に

心の負担を感じさせないよう気を配りながら、さらっと

下の世話が出来るような人になりなさい」と。時代は

巡り巡って人の心も変わったとはいえ、今や高齢社

会。一人でも多くの人の手が切望されているというの

に、必要な介護に背を向ける人が増え続けていくな

んて情けない限りではありませんか。問題は統治を

するお仕事にあります。人材不足で片付けるのでは

なく、必要な仕事に取り組んで行ける人材の育成に

力を入れるとともに、看護・介護の従事者が人並み

に生活できる大改善を願って止みなのものです。 



（２） 手作りの福祉 広がれ福祉の心 

 

 

 

 

最近は、福祉という言葉をあまり聞く機会が無くな

りました。 

今から３０余年前「在宅福祉活動」の旗印を恐る恐

る掲げた列車が発車しました。しかもそこは未開地

でまだレールが引かれていませんでしたから、真っ

暗闇のトンネルの中を手探りで進んでいくような、不

安この上ない出発でした。もし名誉があったなら、先

の見えないことには手を出さなかったでしょう。もし

欲があったなら、３０年以上もこの道を走り続けること

は出来なかったでしょう。 

思えば母の死をきっかけに歩み出したこの道、い

まだ母を超えることもなく、ただ亡くなった母の歳（行

年５４歳）を、もう、とうに超えています。時の過ぎ去

るのが速すぎて、ひとつ過ぎ去るごとに変わる時代

の変化に翻弄されながらも、よくぞここまで来たもの

だと我ながら感心しています。 

そろそろ自分の終い方を考えなければならないと

いう時期に来ても、相変わらず自分自身を見つめる

時間が廻って来ません。 

昭和６１年にスタートして平成元年には２４時間年

中無休の活動になって今日に至っているのですか

ら、これは死ぬまで？ いえいえ、今となってはあの

世まで続いて行くような気がしてなりません。 

さて、こんなにも長い間、何らかの形で関与してく

ださった皆々様には、何をさておいても心より御礼と

感謝を申し上げます。 

思えば次々と浮かんでくる出来事があまりにも膨

大で、しかもそのひとつひとつが私の脳裏にしっか

りと焼きついていて、何ともリアルに蘇って来るので

す。 

天にも昇るような気持ちで喜んだり感激したりした

あの日のこと、また、地の底に叩きつけられたように

打ちのめされたり、もがき苦しんだり、嘆き悲しんだ

り、恨んだり憎んだりした日のこと、人間の持つありと

あらゆる感情をこの身を通して経験させていただき

ました。もちろんその都度、何故？  どうする？  どう

だった？ と熟慮に熟慮を重ね、反省と前進のため 
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のエネルギーを蓄え、一歩そしてまた一歩と歩

み続けて来たのです。 

しかし、どんなに慎重に歩いても、人の世の道

には獲物を獲るかのように無数の罠が仕掛けられ

ています。人を愛し人を信じることを美徳としてき

た私には住みにくい世の中になりました。 

確かに夫婦でも親子でも兄弟姉妹であっても、

その心は千差万別で、似ているようでも全く違うの

です。ですから人の行いはその人自身の責任だ

と言えます。他の人の思いや意見に沿ったとして

も、たとえ強要されたとしてもその行動の決定を下

したのはその人自身だからです。 

木々の樹齢に比べたら人の寿命はあまりに短く儚いと

思いませんか？ 

古希ともなれば、もう人間卒業かなと思っており

ましたが、もう少しがんばれそうです。でもさすが

に身体はボロボロ、なぜか増え続ける脂肪が唯一

の救いで、元気印を保っております。 

人は遅かれ早かれ皆同じところに行きます。善

人も悪人も、大富豪も貧乏人も、大統領も総理大

臣も、医者も尊主も、あなたも私もです。 

ただ、生と死は背中合わせと言いながらも、その

距離感たるや計り知れないものがあります。どん

なにあがいても何千年もの間、時は正確に刻まれ

容赦なく過ぎ去って行きます。その途上に正に

「露と落ち露と消えゆく命」は医学の進歩した現代

でも平均８５歳前後です。 

普通、人は６歳頃から２２歳頃まで勉学に励み、

世の中で生きて行くための基礎を身につけます。

その後は皆それぞれの思いを持ってそれぞれの

道へと自由に歩んで行きます。順風満帆の人もあ

れば、思い通りに行かず悪戦苦闘を繰り返す人も

いるでしょう。大切なことは意図した状況の下では

なくても、モラルに欠けることなく最善の努力をす

ることです。何事もあきらめればそれまでで、願い

続ければ時期にかなった最もふさわしい答えをい

ただくのです。 
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実際私自身、窮地に追い込まれることが数え切

れないほどありましたが、本当に大勢の皆様にいつ

も助け舟を出していただき、ここまで沈没することな

く乗り越えて来ました。今ここに存在していること自

体が奇跡にさえ思えます。正直、齢を重ねるごとに人

の世で生きることの難しさを噛みしめておりますが、

「不器用な山下清」がちぎり絵で救われたのなら、「不

器用な私」は正しい動機による行動によって救われて

来たのだと思います。そうして走り続けた私の人生も、

いよいよカウントダウンに入ったようです。あとどのくら

い生きられるのかは分かりませんが、１００年経てば今

生きている人たち皆過去の人になるのです。歴史上

のたったひとコマの僅かな一滴でしかないこの命、 

最後までささやかな福祉（幸せ）を求め続けてま

いりたく願っております。 

 

真の宝、それは形ある物ではありません。 

真の宝、それは人の心の中にある物です。 

真の宝、それは真宝（まほう）です。 

「まほうの家」の皆さんの心の中には 

真宝がいっぱい。 

私の心の中にも数え切れないたくさんの 

真宝がいっぱい。 

どこまで行けるか分かりませんが、 

ことしいっぱいを目標に、 

ひとつひとつ取り出してみたいと思います。 

 

 



（４） 手作りの福祉 広がれ福祉の心 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「何かお手伝いしたい」、ただそれだけの志を持つ

地元主婦の皆さん、それも「看護師」「栄養士」「保育

士」「保母」と多様な職種の方々が集い、昭和６１年９

月１日、千葉県八千代市八千代台北１丁目にて活動

を始めた「ワンコイン福祉」が今の「たすけあい事業」

の源。発足から昨年（２０１６年）で３０年を迎え、９月２

５日に「敬老と福祉の集い」を兼ね、特定非営利活動

法人「たすけあい一歩」主催で「まほうの家」にて記念

式典を行いました。大勢の方々にお集まりいただき誠

にありがとうございました。 

当日はまず、「からだ元気治療院 八千代」さんによ

る「健康フェスティバル」が催され、「早口言葉により喝

舌運動」や「笑いヨガ」などで場を和ませてくださった

あとは、横田理事長によるご挨拶、３０年にもわたる

「たすけあい事業」の歩みについて語られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

挨拶終了後は、２階の空き居室内に設けられた

ブースにて「ニコニコアート体験教室」や「マッサー

ジ無料体験」などの催し・会食・カラオケ大会と、３０

周年の節目にふさわしい豪華な宴となりました。特

に「からだ元気治療院 八千代」さんの「マッサージ 
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無料体験」には長蛇の列ができ、体験できなかった

かたも現れるほどの盛況で、ご迷惑をおかけいたし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ました。当日お忙しいなかお越しくださった皆様、あ

りがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（６） 手作りの福祉 広がれ福祉の心 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「まほうの家」に毒蝮三太夫さんがお越しくださいま

した。毒蝮さんがメインパーソナリティーを務めるＴＢＳ

ラジオさん「ミュージックプレゼント」の公開生放送が

「まほうの家」より行われたことによるものです。同番組

は毎週月曜日から木曜日午前１１時２５分から３８分の

帯放送、技術さんが９時３０分ごろお見えになられ、毒

蝮さんは１０時２０分「まほうの家」敷地内についに登

場、介護の分野に明るい毒蝮さんは、生放送前後にも

我々に語りかけてくださいました。まずは生放送での

楽しい問答を誌面にて再現（一部割愛）いたします。 

時刻は１１時２２分、きょうはマムシさん、千葉県

八千代市島田台８７９の７、サービス付高齢者向

け住宅「まほうの家」さんにおじゃましています。

マムシさーん！ 

 よー、暖かくなったよー。 

いま上着脱いだよ。もうすぐ１５度だよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ところでマムシさ

ん、あした８１歳

のお誕生日という

ことで、おめでと

うございます。 
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いやいやいや、まぁ行く先々でお祝いされ

たりしてね、俺が忘れているのに、まぁ歳をと

ったなぁっていうふうにね、無理やり思わさ

れるよ。それでね、ここは東葉高速鉄道・八

千代緑が丘駅からバスで１５分の所なんだ

よ。だからまだまだ高速道路が完備してない

し、６０キロぐらいあるんだけどね、赤坂から。

そこにね、皆さんが入れる老人ホームをお

造りになったという、そこにおじゃましたわ

け。ちょっと街道筋でね、とってもキレイな所

なんだよ。でもちょっと遠いんだけどね、車

はどんどん通ってる･･･。２年前ぐらいに出来

あがったっていう所へおじゃまします。皆さ

ん入居している人もね、１０人くらいいらっし

ゃるらしいんですけどね。まぁ、近所の人も

来てるんでしょう。皆さんのいる部屋へ入る

よ、ハイ、どうもー!! 

キャー、マムシさーん!!! 

いやいやどうも。はいはいはいはい。ここは

風呂も入れるし、泊まれるし、おー、いろいろ

とテーブルの上に食事が用意されてるしね、

おとっつぁん？ ここは楽しいかい？ 

ええ、いいですね。 

あー、そう。あの、職員で意地悪なのいない

かい？ 

大丈夫、みんな和やか。 

大丈夫か？ 中には後ろから突き落としたり

なんかされたり･･･、気をつけろよ！  

ハハハハハ 

おとっつぁんは下向いてるけど大丈夫かな。

俺の名前、分かる？ 言ってくれる？ 

マムシさんだよ。 

おー、ありがとう。杖ついてねぇ。一生懸命

ね、毎日毎日生きるの闘ってるんだな。こちらも

ここで入所してるのね、食事はおいしいかい？ 

おいしいです、はい 

あーそう、たまには「針」なんか入ってることない

かい？ 

ハハハ、大丈夫です、おいしいです。 

あー、そうか。こっち（＝「だんらんの家 中志

津」 伊藤代表）も入所しているの？ 

いいえ、違います、きょうは、あのぉ･･･ 

冷やかしか、 

この野郎!! 

ハハハハハ 

佐倉市の「だんらんの家」から来ました。 

あー、チェーン店みたいな？ やはり、そういう

人たちが入所しているっていう所ね。こちらは

入所者？ 

はい、そうです。 

職員はみんな優しいですか？ 

「深爪」されたりなんかしない？ 

ハハハハハ 

大丈夫ね、楽しい？ よかった。じゃぁ職員のか

たに「ありがとう」って言ってあげて？ 

「ありがとうございます」 

ほらぁー、言ってくれたよ。利用してるの？ さっ

き部屋見たけどキレイないい部屋じゃない？ 

はい 

俺が来るっていうんでキレイにしたんだろ、この

ヤロ！ 

ハハハハハ 

オーナーの、 

なんてお名前なの？ 

横田治絵です。 

ほら見てごらんなさいよ、すばらしいよ、トドが立

ち上がったのかと思ったよ。マーライオンみた

いな格好してな、天童よしみが歌ったのかと思

ったよ。なんで福祉に就くようになったの？ 

 



（８） 手作りの福祉 広がれ福祉の心 

私は母の死がきっかけです。北海道で生ま

れまして育ったのが岩手県釜石市です。今

回の津波でやられてしまったんですけど、な

ぜか千葉県に来てしまったんですね。 

で、親を介護したんで、こういう施設を作ろう

ということで？ 

いえ。介護してるんじゃなくて、親にすっかり

甘えて生きて来たんですよね。ところが急に

亡くなっちゃったものですから、親孝行しな

いうちに死なれたので。 

「急に」ってことは、ピンピンコロリだったの

ね。 

それで親孝行できなかったってことはすごく

人間として悲しいことで･･･。 

じゃぁ、こうやって利用者の人は親だと思っ

ているわけだ。 

そうですね。 

はー、どうだ、この娘は!! このマトリューシュ

カのような娘は！ それで介護の資格も持っ

ていらっしゃるの？ 

はい、介護支援専門員です。 

あー、そうなの。お年寄りで喜んだとか、驚か

されたことはない？ 

もう数え切れないほどあります。小説にした

いぐらいあります。 

あー、そうか。今ね、介護の小説も随分あるし、こ

の前「芥川賞」とったのも、介護の小説ですよ。 

「介護入門」モブ・ノリオ著 

第１３１回芥川賞受賞 ２９

歳無職、祖母の介護に汗

を流す「俺」。それ以外の

時間は、大麻にふける

「俺」。祖母を過ごした濃 

密にして閉塞した時間を描いた作品。 

介護が小説になってる時代ですよ。日本はま

だまだ深みが無いでしょう、そういう点で。 

介護保険になって、なおのこと介護保険の関係

で介護が難しくなってきたっていう気がします。 

皆さんは介護保険を使って利用しているわ

けでしょ？ 

今はそうですが、私がこの八千代市で介護 

を始めたのが昭和６１年で、介護保険が無い時

代だったんですよね。それで本当に自由に活

動させていただいたんですけども、利用者の皆

さんと、それから活動する私たちの意志の疎通

がしっかりととれて「人」という字になってたんで

す、支えて支えられて。 

ということは、介護保険のおかげで縛りが多くな

っちゃったってことだね？ 介護保険も４０歳か

ら払うようになりましたからねぇ（２０００年４月施

行）。これからはもっともっと下の人が払うように

なるよね。いろいろ問題あるわ。俺、厚生大臣じ

ゃないから、言われても困るんだけどね。 

でもぜひ、マムシさんには介護についていろい

ろとこれからも一緒に検討（健闘）していってい

ただきたいと思っています。 

それはあるよね。でもね、俺も歳だから、介護受

けるような側になっちゃうと思う。だけどね、介護

っていうのは、介護されるほうも、するほうも、い

ろんな歩み寄りがないとうまくいかないよ。で、

ここで職員を、うまく騙して使ってんの？ 

ここの職員なのね？ そうなの？ 給料は？ 

･･･最高です！（＝「株式会社あゆみ」社長・荻

野博志） 

お？ なんか間があいたな。大丈夫か、おい？ 

大阪府知事みたいな顔してるじゃないか？ 

給料は「最高ですよ」･･･と思うぐらい、やり甲斐

の出てくる仕事です。 

えらいなぁ。俺が思うのはね、給料が高くてもや

り甲斐と生き甲斐の無い仕事はすぐ辞めたりし

ますよ、安くてもやり甲斐と生き甲斐があれば長

く続くことが出来る。だからやり甲斐を見つける

かどうかだな。 

だって皆さんだってさ、好んで病気になったわ

けじゃないもんね。好んで人の世話になりたい

わけじゃないもんねぇ。これは生きていく上でし

ょうがないことだもんねぇ。だから俺もそう思う。

俺のおふくろがよく言ってた。「具合の悪い人が

いたら声をかけなさいよ。あなたの病気を背負

ってくれたんだから。知らん顔すんじゃない

よ」、だから皆さんも元気で毎日を笑顔で楽しく

やってください。 
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というわけで、スタジオの（ジェーン・）スーち

ゃん、きょうは重い話になったけどね、介護

保険っていうのも毎年毎年修正はしてるんだ

けどね、でも現場をもっともっとよく知って修

正していかないと、こういう人たちが「生きて

てよかったな」というふうにはなれない。まぁ、

介護予防がいちばん大事なんだけどね。介

護予防って言ったって、介護を皆さん受けな

いで生きていくわけにはいかないよ。キレイ

な部屋だよ、スーちゃん。俺も入りたいぐらい

だよ。賄いも今作ってくれてるんだよ。いろい

ろとすごいよ。どっかの大パーティーみたい

だよ。サウジアラビアの王様が来たみたいな

料理が出てるよ。「マムシさんお誕生日おめ

でとう」なんて素晴らしい花で飾ってくれ

て･･･。ありがとね、また歳とっちゃったよ。 

治絵さん、これ（「おふくろさん」森進一）誰に

贈るの？ 

Ｈさん（放送は実名）に贈ります。去年ここで

亡くなった１００歳のおばぁちゃんがいるんで

す。伊藤正子さんっておっしゃいます。その

娘さんが親孝行で、むしろその正子さんがい

ろんなこと･･･、戦後の苦しさを乗り越えて子

どもに教えたということが娘さんの生きる糧に

なったみたいなんですね。きょうはラジオを買

って聞いてくれてるんですよ。 

「買って」!? 今まで無かったのか！しょうが

ねぇなぁ。じゃぁＨさん聴いてください。 

♪リクエスト曲 

「おふくろさん」 

森進一 

 

というようなところでございます。どうぞみなさん

ね、風邪ひかないように。転ばないようにね。素

晴らしい週末をお迎えください。どうもありがと

う。ごきげんよう。「まほうの家」です。真の宝で

「まほう」です。どうもありがとう、さようならー！ 

以上で生放送終わりです！（以降 ＯＡ後） 

これでね、ここ（まほうの家）が、皆さんが聞いて

くれて「じゃぁ、あそこ行こうかな」って思ってく

れりゃいいけどね。こういう仕事はね、なかなか

儲からない。介護保険でやってるから特に儲か

らない。ね？ 上限が決まってるからね。で、こう

いう人たちの月給も介護保険だから儲からない

ってことがあるんですけどね。たまたまね、こう

いう所で放送した時に、「どうだった？ この家

の食事とか、職員の皆さん親切？」なんて言っ

たら「まぁまぁの料理だな」って。「『まぁまぁ』って

言ったって一生懸命作ってんだぞ」なんて言っ

たらね「冗談じゃねぇ、こっちもね金払ってんだ

ぞ」って、そういうジジィがいたの。で、これはう

まくいかない。作るほうもね、やっぱりね、作り甲

斐がないよね。だからね、こういう意地悪なジジ

ィにならないようにして欲しいんだよ。ババァに

もいる、そういうのがいるんだよ。あのね、焼きも

ち焼きとか、意地悪とかね。それで「私の所に来

ないで、あの人、あそこばっかり行ってる」とか

言われるだろ？ それと、こういう所はね、今こ

れから俺もいろいろと書いたり言ったりしようと

思うんですけどね、こういうユニークなスタイル

の人（＝横田代表）はいいんです。かわいい女

の娘がいると流行るんです、ジジィがね一生懸

命リハビリやんの。ババァもかわいい男の子が

いると言うこと聞くの。 

でもやっぱりね「金払ってんだろ！」って言うジ

ジィはよくないよ。そういうこと言ったってね、職

員は充分もらってるわけじゃないんだから、お

互い様。さっき言った「支える」って字、そう思っ

てください。 

 

 



（１０） 手作りの福祉 広がれ福祉の心 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「まほうの家」においでいただいた翌日がお誕生

日で、御年１８歳（？）とはまたまた驚きました。本

当におめでとうございます。歳の数がひとつ増えた

ことに「おめでとう」とは申しません。歳を感じさせな

い舌廻り・気遣い・気配り・気働き（行動力）に敬服

すると共に心からお祝い申しあげます。 

前期高齢者の私をはじめ、後期高齢者の入居者

の皆様、「たすけあい一歩」の賛助会の皆様、「だ

んらんの家 中志津」の皆様、「まほうの家」の職

員、そして毎月お年寄りにボイストレーニングしてく

ださっている水木翔子先生も参加してくださり、毒

蝮さんの舌の上で至福の時を過ごすことができま

した。本当にありがとうございました。 

生番組ということで多少の緊張はありましたが、

毒蝮さんの醸し出す雰囲気で皆さんリラックスはし

ておりました。でも、プロと素人の違いをはっきりと

感じました。それは限られた時間内で言いたいこと

を簡単明瞭に言えないということでした。毒蝮さん

がフォローしてくださり、感謝でした。 

さて、一見怖そうな名前の毒蝮さん、私の頭には

「福祉の毒蝮さん」とインプットされております。私

が福祉の道へと転向したのは、５４歳だった母の 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

死がきっかけでした。当時私は３０歳にもなるという

のに医療にも福祉にもまったく無知でした。まぁ私のこ

とはさておいて、職員が私に気を遣って「給料はそれ

なりにもらっていて満足している」と言いました。最後

には「この仕事には給料以上のことがある」と立派なこ

とを言ってくれました。何ともありがたい言葉ですが、

それに甘えていては福祉を志し人の上に立っている

のは恥ずかしい。彼の給料は、一人で生活するのが

やっとで、妻子を養うには程遠い金額です。ですから

未だに独身です。正直、労働に見合ったお金を支払

ってやりたいのはやまやまです。けれども介護保険事

業は物を売り買いする仕事ではなく、頭脳労働と肉体

労働で一人一人に対応していくので当然限りがありま

す。しかも報酬額は国が定めており、はみ出しは自分

持ちです。例えばＡさんが１時間の身体介護に移動

時間を入れると１日４～５件が精一杯でしょう。３０分以

上１時間未満は３,８８０円×５件で１９,４００円。これが

ヘルパーさんの日当なら悪くはない。しかしこの中に

は、事務所や電話・パソコン・事務員（サービス担当責

任者を含む）等、諸々の費用のほか、労災保険料・社

会保険料・車両維持費、そして事業所税等が含まれる

のです。事業所を立ち上げても、およそ２年で閉じて 
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しまう所がたくさんあるというのも事実です。また、

施設が足りないから「サービス付高齢者向け住宅」

に助成金を出して創らせたのも事実です。ところが

最近のニュースでは、経営難のため、２００件以上

が潰れているという。さらに２００人前後待ちと言わ

れてきた介護施設（特別養護老人ホーム）では、

ベッドが空いていても受け入れできないという施設

もあるという。なぜなら介護職員が不足しているか

らとのこと。西暦２０２５年には高齢者増のピークが

到来します。今でさえ問題が深刻になっているの

ですから、ピーク時の混乱ぶりが浮かんできます。

迫り来る高齢化社会のピークを目前に、人として

最も人間らしさを備えていたいと思います。一人で

も多くの人が人間らしくあれば、どんなに大変な高

齢社会であっても必ず乗り越えられると確信してお

ります。日和見主義はもう通用しません。一人一人

が自分の意思で行動しなければ乗り越えられない

からです。人はたとえ川の流れに身をまかせる時

があっても、自分をしっかり持っていなければ流さ

れるままになってしまいます。 

毒蝮さんの「ミュージックプレゼント」に私は「昨年

１００歳で亡くなられた伊藤正子様の長女に」と決め

ました。（生放送中）頭の中が真っ白になって上手

く説明できなかったので、この場で改めて書かせ

ていただきます。 

正子さんが有料老人ホームからサ高住の「まほう

の家」に転居されたのは９９歳の時でした。娘さん

が、ほとんど寝たきりになっているお母さんを心配

して、長男と二人で連れて来られました。身体が衰

弱しておられたので１００歳を迎えることができるの

か不安でした。昼は車椅子に移乗してリビングで

過ごす。声かけには確実にその目が反応していま

した。歌えば拍手で応え、「世の中が悪いのは政

を司る人たちが悪い」と言うと「そのとおり！」とはっ

きり言われてびっくり。女学校（現  実践女子大学）

に通っていた頃はハチ（現  渋谷にある忠犬ハチ

公）の頭をなでていたといいます。なぜか正子さん

には感激させられることばかり。それもそのはず。

正子さんの自叙伝を読んで、なんとたくましく戦時

中の苦難を乗り越え、「二度と戦争はいけない」と

平和運動に邁進されて来られたという信念を貫 

いたかたと分かったからです。「伊藤正子」その名

は平和活動に身を投じた一人の人間として、ことし青

山墓地にある墓標にその名を記されることになりまし

た。そんなすばらしい母を大切に思われていた長女

に「おふくろさん」の歌をリクエストしました。 

毒蝮さんが職員一人一人にマイクを向けましたが、

皆さんやっぱりうまく言えなかったようで、全員の思い

をまとめると、一昨年のたなばたの日に「ガン末期で明日

をも知れない」という男性が入所されました。前立腺ガン

に始まり、肺・骨と全身に転移していました。少しでも

痛み無く、楽しく、人間らしくと自然体で過ごしていた

だきたいと必死でした。翌年のたなばたには遺言め

いたことを短冊に書いて、歌を３曲披露して、翌８月に

亡くなりましたが、食べ物の好き嫌いはほとんど改善

され、歌のレパートリーは増え、味もありました。ガン

の痛みに苦しむことも無く、若い頃のこと・結婚してか

らのこと・妻の死後の数々の武勇伝を聞かせていただ

き、「まほうの家」に舞い降りた奇跡のような人だと思い

ました。今でもあの渋い大きな声がどこからか聞こえ

てくるような気がしています。 

人は、生まれてから死に至るまで常に幸せでありた

いと思います。それが福祉であり、ごく自然の願いな

のです。 

毒蝮三太夫さんと過ごした時間は本

当に福祉（幸せ）でした。ありがとうご

ざいました。また、ＴＢＳラジオのスタッ

フの皆様、本当に楽しいひと時をあり

がとうございました。 
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（１２） 手作りの福祉 広がれ福祉の心 

 

 

 

 

ことしの７月７日「たなばた」は金曜日と平日ではご

ざいましたが、「特定非営利活動法人 たすけあい

一歩」主催で「たなばたまつり」を「まほうの家」にて

開催、特別来賓には、ことし５月２１日に行われた八

千代市長選に、自民党の推薦を受け再出馬し、現

職ら４候補を破り初当選、同月２６日就任した服部

友則様を、そして、その他政界からの来賓には▽自

民党 衆議院議員 小林鷹之様の秘書・赤塚様▽

公明党 八千代市議会議員 正田富美恵様▽公明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

党 衆議院議員 富田茂之

様、▽自民党 八千代市議会

議員 成田忠志様▽公明党 

県議会議員 横山秀明様（五 

十音順）が、その他にシンガーソングライター 水

木翔子さんや、近隣の皆様や見学を兼ねてお見

えになられたかた、「ユーカリ優都苑」・「だんらん

の家 中志津」の皆様、職員の友人など、４０名を

越える多くの皆様にご参加いただきました。 
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お食事と平行し「歌謡フェスティバル」を開催、服部市長

による「きよしのズンドコ節（氷川きよし）」でスタート、「この

曲はお年寄りが喜ぶから」と、市長自らの選曲が見事大当

たりで、初っ端から大盛り上がり！ 千葉県議会議員・横山

秀明様は、後日ご自身のフェイスブックで「ひと言ご挨拶

…だけでは帰れず、定番曲を唄うハメに」と「２億４千万の

瞳～エキゾチック・ジャパン（郷ひろみ）」をご披露いただ

き最高潮に。にぎやかな「まほうの家」のたなばたでした。 
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（１４） 手作りの福祉 広がれ福祉の心 
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（１６） 手作りの福祉 広がれ福祉の心 
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昭和６１年から平成２１年まで、支える人と支え

られる人が共に心を潤すことが本当の福祉の成

立と考え、高齢者福祉実践相談所・潤心協会と

名付けて「ワンコイン福祉」をスタートし、全力投

球して来ました。ボランティア活動の域とはいえ、

誰もが手を出さない重介護まで、竹内孝仁先生

（教授）の教えと助言を基に実践しました。会員

制の活動は、口コミだけで利用会員が年々倍増

して、協力会員がいつも足りないという状況でし

た。 

それでも協力会員は保護司・看護師・保育士・

元教員に、何と言っても主婦満点の奥様方が大半

でしたから、その人間性に触れる利用会員は喜ん

でくださいました。当時はまだ介護の資格のような

ものもありませんでしたが、竹内先生が主婦の潜

在能力を指摘されたことを念頭に、お年寄りの介

護をするにあたってぜひ知っておいていただきた

いことを書いた簡単なテキストを作り勉強会を開

催、まだ４０にも満たない未熟な私の話を、人生の

先輩である協力会員の皆さんは熱心に聞いてく 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ださいました。 

介護の資格こそありませんでしたが、今日の介護

職員とは比較できない活躍ぶりでした。きざな言葉

かもしれませんが正に「介護は頭でするのではな

く、心でするもの」を実践しておりました。 

ヘルパー業務の三本柱の一つは生活支援（家

事援助等）、二つ目は身体介護、三つ目は相談助

言ですが、家事援助等はベテラン主婦の得意分

野で、私のほうが学ばせていただきました。身体介

護は経験を積んで行けば必ず上達する。相談助

言は今日の訪問介護ではとても時間がなくて厳し

いが、当時は仕事をしながらでも話を聞いてあげる

ことができたので、よい関係が保てました。私が言

っていた相互扶助とは利用会員と協力会員が支え

て支えられて両者が共に心が潤うということでした。 

慶応ボーイと言われた元某企業の重役だった竹

田さんは、妻の介護を通じて私たちの活動を高く

評価してくださり、賛助会を盛り上げてくださいまし

た。ともかく貧しくて苦しい活動なのに、夢中にさせ

られる何かがありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（１８） 手作りの福祉 広がれ福祉の心 

経営なんてとても成り立たないのにやろうとするの

は、何か甘い汁があるからだと言われたこともありま

したが、２０時から８時まで夜勤の仕事をして生計を

立て日中はフル活動。睡眠は夜勤帯でとれる仮眠

のみでしたが、傲慢にも不死身という言葉を実感し

ていました。しかし、紆余曲折の連続の中で、胃け

いれんを起こしたり、めまいを起こして倒れたり、大

出血をしたりで何度入退院を繰り返したことでしょ

う。 

活動上の大変化は平成１２年の介護保険の導入

でした。 

たすけあい活動だけで行こうという道と、介護保

険事業に参入しようという道がありました。１００件ほ

どあった利用会員を他事業所に移行させ、どうして

もと言う利用会員３６件だけ継続することにしました

が、１年後には再び１００件になっていました。２４時

間仕事絡みの生活をしていた私には夜中にパソコ

ンを打っていても大きな変化は感じませんでした

が、大半の人たちは残業残業で世の中パニック状

態でした。テレビからは「コムスンです、コムスンで

す･･･」と聞こえてくる。ゲートボールをしていたお年

寄りが「よい制度が出来たもんだ。こうしてゲートボ

ールを楽しんでいる間に掃除洗濯してご飯の用意

までしてくれるんだから、ありがたい、ありがたい」と

言っていたこともありました。 

昭和６０年、厚生省がこれからの福祉は施設では

なく、長い間住み慣れた所でと在宅福祉への方向

性を示しました。私は重度でも在宅で過ごしたいと

いう人や、最後は家で死にたいという人たちにとっ

て素晴らしい朗報だと思いました。 

しかし当初はどこの事業所も重度は取らない。軽

度で数をこなしたほうがよいわけです。必然的に重

度のかたが集まってしまうのですが、ヘルパー２級を

修了してきただけでは即戦力にはなりません。今こ

そミニホームが欲しいと思いました。目の行き届く範

囲の施設で経験を積み、在宅に飛び出して行けるこ

とが理想でした。八千代市下市場で始めた宅老所も

介護保険導入後はデイサービスと位置づけられまし

たが、重度のかたと共に車椅子が増え、身動きが取

れなくなってきていたところに、○○銀行の情報で

村上橋の近くにあった物件を紹介されました。 

トントン拍子に話が進んで、リフォームに１,５００万

円以上かかると聞いて、それなら建て替えたほうが

よいということになったのですが、およそ５,０００万円

くらいかかると言う。経理を担当していた会長は「お

金はない」と言いました。一流銀行にいた会長にす

べて任せていた私は「ＮＰＯだからしょうがない」と単

純に考えていました。銀行から２,５００万円借り入

れ、私は預貯金や金目のものを全部集めて、１,３２

０万円準備するのが精一杯でした。そこで大成産業

さんに相談して、なんと１,０００万円を値引きしてい

ただいたのです。今は亡き大成産業の会長は、上

棟式の時「１,０００万円おまけして、赤字は覚悟の上

ですが、柱の１本まですべて計画通りで全く手抜き

はしていない。ですから完成後は、手を抜かない介

護をしてください」と言われた言葉に胸が熱くなった

ことを今でも忘れません。 

ちょうどその頃、潤心協会の２番目の利用会員だ

ったかたの長男・故岡村勝輔様より「何か援助が出

来ないか」とのお話がありました。以前にもそんなお

話があったのですが、今回こそが好機とお願いしま

した。ミニホームは必要に迫られて村上・高津・緑が

丘と開設する運びとなったのですが、こうした繁栄が

すべて裏目に出て来ることになりました。 

私には介護保険が大勢の人の心を狂わせたのだと

しか思えません。 

実直だったはずの会長の心を、ケアマネの資格が

あれば仕事はしなくてもお金が入ると思いあちこち渡

り歩くケアマネだと言う人の心を、リストラされた夫のた

めに会社を乗っ取ろうと工作する中国人の心を、また

その中国人に便乗して乗っ取りに必死で、介入したケ

アマネの心を、不正にボロ儲けをしていると解釈して、 
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潰して全て奪ってやろうとしたお役人の心を、「介護度

の重いのばかり選んで金儲けした」と言い放った市の

職員の心を、皆、介護保険のお金が人の心を狂わせ、

見るも恐ろしいハイエナ化させてしまったのです。 

特に中国人のＲ・Ｍ（中国名Ｇ・Ｔ）の必死の乗っ取り

工作は、ドラマ以上のものでした。よく犯罪に巻き込ま

れたり監禁されたという事件をニュース等で見ますが、

どうして逃げられなかったのかと不思議に思うことがあ

ります。でも実際に似たような状況に置かれたら、恐怖

とマインドコントロールのような金縛り状態に陥り、身動

きが取れないということを経験しました。Ｒ・Ｍは夫や別

の中国人、また介護福祉士Ｔ、ケアマネＫ等を使い暴

行を重ね恐怖に陥れて行く絶対的権力を行使していま

した。皆お金が欲しかったのです。金庫をハンマーの

ようなものでめちゃくちゃに壊して通帳を奪っても、会

長は椅子にしがみついて全く動かない。暴行を恐れた

のではなく、横領していたのが世間に知れるのを恐れ

ていたのです。Ｒ・Ｍは「市の職員は皆私のフアンで

す。県の職員は夫の友達の友達で、Ｒ・Ｍになら潤心

協会をさせてやると言った」と豪語していました。 

会長は介護保険事業所に参入しなかったらお金に

狂うことはなかったと思うのですが、たとえ自分の恥部

を知られても潔く罪を認めていたら自殺者 

 

 

 

まで出さなくてよかったのに、最後まで自分自身を

守り通したエゴの報いは必ず返って来るでしょう。 

介護保険前のことですが、ある時会長が言いまし

た。「横田さんは人を信じ過ぎる。自分も他の人もど

んなに信じても９０％にしなさい。残りの１０％を裏切

られた時に立ち直るために残しておきなさい」と。会

長はこんなことになる時を予測していたのでしょうか。 

私と姉は２階の台所がめちゃくちゃに破壊されて

いるのを見て、その恐怖はピークになり、姉がわな

わなと泣き崩れ体の震えが止まらなりました。そし

て、今は亡き岡村勝輔さんの会社に助けを求めて駆

け込みました。忙しい中を戻って来てくださった岡村

さんは私たちを励ましながら「あまりに悪魔的だ。殺

されては大変なのでもう出なさい」と言われ、潤心協

会を出る決心をしました。「事実は小説よりも奇なり」

と言われますが、昭和６１年からコツコツと撒き続け

て来た福祉の種が突然変異を起こしたとしか言いよ

うがありませんでした。平成２０年１０月、密告監査に

始まった大がかりな乗っ取り事件の真実を明らかに

して悪に立ち向かう力は誰にもありませんでした。確

かに潤心協会はもう私が創ったものではなくなって

いたのです。 

 平成２１年８月 潤心協会を後にする 

 

 

 

 

 

 



（２０） 手作りの福祉 広がれ福祉の心 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２１年９月 株式会社あゆみ 設立 

任意団体 たすけあい一歩 設立 

平成２１年１１月 特定非営利活動法人 たすけあい一歩 認証 

平成２７年３月 サービス付高齢者向け住宅 まほうの家 開設 

ウサギのようにひと休みをしている暇はありませんでした。再び前

を向いてコツコツと歩みだしましたが、風は向かい風、その中を突き

進んで行くのは非常に厳しいことでしたが、残りのエネルギーと、支

えてくださった大勢の皆様のおかげで、現在、平成２９年９月 

ですから、再出発から、もう９年目に入ります。 

ご支援くださった皆々様に、あらためて御礼申し上げます。福祉を

事業に置きかえた介護の分野は、心を忘れて展開されています。介

護制度が仏として創られたのであれば、展開する時には、そこに魂 

を入れて動かしてほしい

と願わずにはいられませ

ん。 

この命ある限り、ご縁の

あるお年寄りの幸せ作り

に取り組んでまいります。 

特定非営利活動法人 たすけあい一歩 

代表･横田治絵 記 
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（２２）） 手作りの福祉 広がれ福祉の心 
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（２４） 手作りの福祉 広がれ福祉の心 第３３号 たすけあい活動３０周年特別記念号 平成２９年（２０１７年）９月１日 （２５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

  

 

 

 

 



（２６）） 手作りの福祉 広がれ福祉の心 

あ 
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第二次世界大戦後、イギリスは社会保障制度の充実を

目指し社会福祉政策として「ゆりかごから墓場まで」という言

葉をスローガンとして掲げました。 

人生はこの世への誕生に始まり死に至るまでを生きると

いうことである。日野原ドクターのように１０５年という人生が

あれば、小林麻央さんのように３４年のあっという間の人生

もあるのです。人生は長い短いでは測れないものがありま

す。それは･･･生き方の問題でしょう。 

日野原ドクターは１９７０年のよど号のハイジャック事件に

遭遇して、その後の人生は自分のためではなく、他の人の

ために生きて来られたという。 

小林麻央さんは子育ての道半ばで死と向き合わなけれ

ばならなくなり、自暴自棄になってもおかしくないほど苦し

んだことでしょう。しかし、小林麻央さんは自身のブログを通

して笑顔と思いやりの言葉をかけ続け、同じガン患者はもち

ろん、病気でない人をも励まされて逝かれました。受けるよ

り与える精神の旺盛だったおふたりに感謝の意を表したい

と思うのは私だけではないでしょう。 

人生は人それぞれ   で、型にはまって生きていく人もあれ

ば、型を破って生きて    いく人もいる。いずれにしても生きる

ということはそれぞ          れの努力が必要です。衣類を纏う

にしても、食を取            り入れるにも、住を定めるにも努

力が必要です。              これは生きていくための必要最

低限です。第二             次世界大戦後の日本ではこの必

要最低限を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どんなに努力しても得られない頃があった

そうです。生きていくために盗みや身売りを

して、人格を崩していかなければならなかっ

た人も大勢いたと言う。戦後生まれで物心つ

いた頃より恵まれた環境に置かれていた私

でも、戦争孤児となった幼い子供たちのこと

を見聞きするたびに、いたたまれない思い

に駆られてしまいます。 

国民を巻き込んだ世界戦争の後の対応と

しては遅ればせながら昭和２５年、自立支援

を目標に生活保護法が施行されています。 

イギリスの掲げた福祉政策と日本の生活保

護法とではスケールの大きさこそ違います

が、どちらも人々の幸福を考えた福祉政策

であったことは間違いありません。 

「ゆりかごから墓場まで」福祉政策で包含

するなんてなんと素晴らしいことでしょう。し

かし、そうした政策には国を揺り動かすほど

の財源が必要で、初の女性首相・サッチャー

氏によって縮小されていきました。日本の昭 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２８）） 手作りの福祉 広がれ福祉の心 

和は戦争、敗戦、高度経済成長期からバブル期へと、

そしてバブルの崩壊、と、まさに激動の時代でした

が、「ゆりかごから墓場まで」人々が抱える問題は峰の

ように高く、裾野のように広がり、終始がつかないとい

う現状です。 

 

 

 

 

過去の歴史は、人が人を治めることの難しさを物語

っております。実際これほど膨大で多岐にわたる問題

をひとりの采配で片付けられるはずもありません。 

親は木の上に立って子供を見ていると言いますが、

子供は親が見ているか見ていないかを知っていま

す。見えなくても親は子を、子は親を信じているという

固い絆は、昨今ではすっかり緩んでおります。これも

あれも団塊の世代のしつけのせいなのでしょうか？ 

いいえ！ それは「戦前の教育」と「戦後の教育」の真

逆の教えに翻弄された結果に出てきた答えなので

す。また「ゆりかごから墓場まで」抱える諸問題は昭和

が生み出したものでもありません。すべての問題は人

の心のあり方にあるのではないでしょうか？ 

古代エジプトで奴隷状

態にあったイスラエルの

民をモーゼが救出したと

いうのは、チャールトン・

ヘストン演じる「十戒」でも

よく知られております。救

出されたイスラエルの民

は、当然モーゼの神を崇

拝することになると思うの

ですが、残念ながら愚か

にも大半が自分たちで作

った偶像に懇願するよう

になりました。イスラエル

の民は奇跡の救出という

歓喜に続き、「ゆりかごか

ら墓場まで」何の努力もせ

ず、欲しいものはすべて

与えられると思っていた

のでしょうか？ 

足かせを外され自由に歩いていくことができる機会

をいただいたら、感謝感激ではありませんか。あとは

ひとりひとりの夢を持って、ひとりひとりの責任で歩ん

で行かなければなりません。坂道を上り、茨の道を通

り抜け、雪を踏みしめ、転んだら立ち上がり、雨に打た

れたら木陰で一息入れて、立ち止まっている人がい

たら一緒に手を握って弛まず歩いていく。いつの日か

事切れるまで。それが人生だから。愚痴らず、不平不

満が出たら払いのけ、初心に帰れば、常に自らを律

することができるのです。確かに口で言うのはたやす

いこと、実践するのは非常に難しいこと。でも「人間は

悪いこともする、嘘もつく、悪口も言う、神様じゃないの

だから」と言う人がいます。神様もこんなことで引き合

いに出されては困ったものですが、こんなこと、子供

に言えますか？ 言う人がいるのでしょうね。 

彼の小林一茶も「幼子が知らず知らずに知恵つき

て、仏の道に遠くなるぞ悲し」と嘆いていましたから。 

では何もかも諦めて日和見主義で行けばいいので

しょうか？ それがこの世の賢い大人なのでしょうか？ 

大人であれば何が悪いことか、何がよいことか、当然

わかるでしょう。単純に善と悪に遭遇してひとりひとり

が勇気を持って善を行い、決して悪に屈しないとした

だけで、「ゆりかごから墓場まで」に至る問題のほとん

どは解決するでしょう。 

人の心は本当に弱いものですが、どのような状況の

下でも悪に屈せず、正義を貫き通すことは大人げな

いことだと言えますか？ 

「ゆりかごから墓場まで」ひとりひとりが抱える問題を

解決することができるのは、ひとりひとりの心に係って

いるのです。 

 

 

今の私の胸の内は･･･あれもこれもそれも、うーん、

何も言い尽くせないほどの出会いと別れがありました

から。それが明日は私がお別れをしてもおかしくない

頃になりました。平成２９年８月２２日現在の私の胸の内

を整理しておけたらと思います。 

すべての命には終わりがあります。そのことをいち

ばんよく知っているのは人間のはずなのですが、なぜ

かそこには触れたくないと言う人がいれば、非の打ち

どころががないほど用意周到な人もおります。私は 
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忙しさに追われてどちらでもなかったけれど、死を見つ

めることをタブーとはしていませんでした。むしろ自分

の最後はこうありたいと思い巡らすことはよくありました。 

想像にもしていなかった古希を迎え、ここまで生か

していただいたこと、まずは感謝です。 

これからは残りの人生、少し羽を伸ばしたい気持ち

にもなりますが、残念ながらそんな暇はまったくありま

せん。残りの人生が、あとどのくらいかは分かりません

が、億の借金をしてようやくできた「まほう（真宝）の家」

が、必要な人にとって居心地のよい「終の棲家」にな

ってほしいと心から願っております。 

親孝行もしないうちに逝かせてしまった母への讀罪

（しょくざい）の気持ちから足を踏み入れた介護の道。

まだ３４歳でしたから、なぜかお年寄り以外の人間関

係にいつも悩まされていました。今思えば、それだけ

未熟だったということでしょうか。でも、お年寄りに接す

ることは楽しくてしょうがありませんでした。ひとりひとり

お年寄りには、似たようでもまったく違う歴史があるの

です。生まれたところも、育った環境も、考え方も、経

験してきたことも全部違うのですから、非常に勉強に

なりました。お年寄りは私にとって生き字引でした。何

せ明治・大正のお年寄りには、何もなくても生きていく

逞しさがあって、それが私には目映く、感激の連続で

した。でも、歳をとると、いくらがんばっても思うように

は動けなくなるのです。できなくてもできると言い張る

お年寄りは今も昔も同じですが、環境の変化でしょう

か？ 昔のお年寄りと今のお年寄りでは心根がまった

く違います。やはり人間は心を磨き続けなければなら

ないのだと思います。 

私は死ぬまで休まずこの仕事をするのでしょう。だ

いぶ足手まといになってきましたが、贖罪から入った

この道、今は天職に変わっておりますが、私の探し求

める桃源郷にはたどり着けないかもしれませんが、後

悔はありません。 

人は過去を振り返ってみて、なんと多くの人と係っ

てきたのかと驚くのではないでしょうか。そんな中でも

さらに、行けども行けども去り難く、忘れ得ぬ人がたく

さんいます。 

歳を取ることは悲しいもので、五感の衰えから始ま

り、病気にはなりやすくて治りにくくなり、数々の思い

出もうる覚えになっていくのです。日々健康に気をつ 

けていても、生まれつき強健な身体を持っていて

も、誰ひとりとして心身の衰えから逃れることはできま

せん。唯一使えば使うほど衰えないのは脳です。で

すから死ぬまで磨きをかけられるのが人の心というも

のです。どんなに望んでも人は過去に戻ることはでき

ません。ですから今が、これからが大切なのです。腎

（むらと）ひとつになった私の胸の内は複雑に入り乱

れていますが、窮地に陥っても、叩かれても、打ちの

めされても、私は最後の最後まで悪には加担しませ

ん。人の心は時代と共に変化していくかもしれません

が、善悪の基準だけは決して歪められてはなりませ

ん。人生って悲しいけれど常に善悪の綱引きのような

ものかもしれません。私は必死で善の綱を引っ張り続

けて行きます。 

 

 

「潤心協会」というネーミングは私が付けました。福祉

の原点という思いを込めたものでした。乗っ取り後、そ

の名は６年ほどそのまま使われていました。そして最

後の一滴まで搾り取ったのち乗っ取り組は独立。介護

保険システムを知らない会長はギブアップして、ここに

「潤心協会」は消滅したようです。新聞や市の広報に記

載された１億５,０００万円という返還命令金は１００万円

位でうやむやに終わったようです。故に乗っ取り組は、

横田が１億５,０００万円を持ち逃げしたとか、書類をめ

ちゃくちゃにして１億５,０００万円の借金を作って逃げ

たなどと風潮したとのこと。福祉の世界にあるまじき極

悪非道なこの出来事に関しては、原稿用紙１０枚でも

２０枚でも書き切れるものではありません。また、乗っ

取り組以外の関係者のすべてを詳細にするには、ノン

フィクションとして書き上げるしかないでしょう。裁きで

はなく、あるまじき事件の再発を防止するためにです。 

「あゆみ」という名称は深き思いの下で生まれたネ

ーミングではありません。でも８～９年目になろうとす

る今では、この名前に愛着が出てきました。「潤心協

会」から「あゆみ」へ、そして「たすけあい一歩」へと足

を止めずに歩き続けてまいりましたが、これもひとえに

皆々様のおかげでございます。この感謝の意は筆舌

には尽くし難く、ただただ残る腎（むらと）の底から御

礼申しあげます。また引き続きご指導ご鞭撻のほ

どよろしくお願いいたします。 
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９月１８日（月）「敬老と福祉の集い」 

正午より 

１０月１５日（日）野外福祉の集い 

桑橋にてバーベキュー 

１０月２０日（第３金曜日） 

「水木翔子歌謡レッスン」 １３時３０分より 

１１月吉日 「会報」 第３４号発行 

１１月１７日（第３金曜日）「水木翔子歌謡レッスン」 １３時３０分より 

１２月２４日（日）「年忘れ 福祉の集い（クリスマス）」 正午より 

（適宜 毎月１回 臨床美術士・大石宣子先生「ニコニコアート」） 

平成３０年（２０１８年）１月  

年賀状の代わりに「会報」３５号を発送します。 
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現 特定非営利活動法人 たすけあい一歩・横田治絵代

表が、この３０年の間に取材を受け掲載された各紙をご

紹介いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読売新聞１９９７年１月２７日「私見異見」 在宅福祉

は住民参加で 「グループホーム」が目標 制約多過ぎる行

政ケア ちょうど２０年前の横田代表の記事。 
 



第３３号 たすけあい活動３０周年特別記念号 平成２９年（２０１７年）９月１日 （３３） 

  

 



（３４） 手作りの福祉 広がれ福祉の心 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あさひふれんど千葉 第３８９号 １９９７年５月１５日 

「人＆ライフ」 血の通う高齢者福祉に奔走 朝日新聞

別刷り、これもちょうど２０年前の記事。 

「福祉」を本気で考えはじめたのは今（昨年）から３０

年ほど前。あるお年寄りのお宅へ赴くも、悪臭を放つ

汚物を手にした母の姿。驚愕し逃げた横田代表は「や

めて」と切願するも「他人様の下の世話ができるよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

になって初めて一人前、人目にいちばんさらしたく

ない部分をさらすお年寄りの気持ちを考えたことが

あるか」。目の覚める思いをした横田代表、この１週

間後、母が５４歳という若さで急逝、遺言にもとれる

一喝に「福祉」へと人生の舵をきり現在に至ります。 
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八千代地域

新聞 第６９８号 

１９９３年１１月５

日 「手づくりのお

楽しみ会 和やか

に開かれる（旧潤

心協会７周年を

迎えて）」 きのう

よりきょう、きょう

よりあしたへと、

ひとつひとつ積

み重ね「手づく

りの福祉」「心に

よるケア」をモッ 

トーに発足７年を迎えた記念

式典を掲載。 

八千代地域新聞 第７８７号 

１９９５年９月１日 「真剣に考え

てみたい“在宅福祉活動”」  

１９８６年（昭

和６１年）設

立した「旧潤

心協会」１０

周年を迎え

た同日付の

「地域新聞」

に掲載、「ケ

アは頭です

るのではな

く心でする

ものをモット

ー」と、ぶれ

ずにがんば

ってきた横

田代表につ

いて「観音

様」と比喩。

それからさ

らに２０年が

経過、昨年

３０年です。 
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八千代地域新聞（八千代台北西版） 

第１１４号 １９８６年８月３０日 「八千代

に『手づくりの福祉』誕生 ～高齢者福祉

実践相談所」 「料金は低く、お世話の

質は高く」をスローガンに高齢者福祉

実践相談所という相互扶助方式を民

間で初めて導入した潤心協会（当 

時）、今の社会を築いてくれた 

先人、いわばお年寄りの皆様

が「安らぎと生き甲斐を得られ

るような奉仕の志」に重きを置

きお世話をして差しあげる精神

です。当時、民間が行ってい

た介助には経済的な負担が重

くののしかかっていたところ

に、都が実施し需要を見出し

た相互扶助を、質を落とさず料

金を手ごろに抑えたシステム

導入し、３０年にも及び八千代

市を基盤に実施し続けた現在

の「特定非営利活動法人 たす

けあい一歩」。こうして各メディ

アに取りあげられるほど画期的

システムであったことが想像で

きます。 

「ご家族の介護軽減・お年寄

りの処遇向上のためにミニ老人

ホーム開設」を予告した同記

事。現在は「まほうの家」に意志

が引き継がれ、ここまでの道の

りで多くの方々がお世話になっ

てきた、この「相互扶助」「たす

けあい活動」。今回掲載する記

事・写真はほんのひと握り。３０

余年の活動は福祉（幸せ）の歴

史に永遠に刻まれるとともに、

福祉に捧げた生き様は、たすけ

あい冥利に尽きることでしょう。 
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「Ｍｅｄｉｃａｌ Ｔｒｉｂｕｎｅ」１９９０年５月 「訪問インタビュー」 

行政に無視されながら、福祉の谷間を埋める」 地域で有償ボ

ランティア活動を続ける「高齢者福祉実践相談所・潤心協会」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（当時）横田治絵氏 「当初は『年寄りを食い物にする』

との批判に苦悩した日々、こうして今、３０余年の活

動を誇りに思える世の中に。正に先見の明だ。 
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知らない人が多いよ

うですが、これは 

美空ひばりさん 

の歌です。私 

が高校のころ、 

友達が教えてく 

れたのですが、な 

ぜか心に残っていま 

す。故郷を出て旅路に 

あった若者に、故郷に残 

して来たあの娘のところに 

帰りなさいと言われ、急ぎ 

帰省したが、その娘は死んでいたという内容の歌で

す。 

当時、私はまだ社会に夢を抱いていた高校生で

した。よく友と将来のことについて語らっていました。

この歌の最後に、娘が若者の帰りを待たずに死んじ

ゃったという結末が１７歳の乙女心には、痛く重くの

しかかりました。思えばその時、人は必ず死ぬという

ことを意識したのかもしれません。だからこそ一日一

日有意義に生きたいと思いましたが、なかなか思い

通りにならず、ずいぶん悩みました。 

何かがしたい、よいことをしたい、役に立つことを

したい、悶々として水に流されるような２０代でした。

３０代になって母の死をきっかけに入った介護の

道。無我夢中で取り組んで、気がついたら天職にな

っていました。大変な介護ほど考えさせられ、動かさ

れ、生長させられる、そんなくり返しの連続でした。

そうして人間として育てられ現在に至るのですが、

振り返ってみると、大きなため息が何度もでるので

す。しかし心に悔いはなく、気分は非常にさわやか

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護保険制度ができてよかったのか？ 悪かった

のか？ 疑問を感じる昨今です。なぜなら私には介

護が後退したと思えることが多々あるからです。 

いくら介護福祉が介護事業になったからとはい

え、物を生産したり売り買いしたりする商売とはまっ

たく違います。限られた予算は保育士より安く、その

予算内で運営するのですから、私財のある奇特者

か、大手企業の進出が際立ってくる。それでも私た

ちのような、いわば中小企業ならず零細企業事業者

が必要とされるのです。お金があれば介護に携わる

人も増え処遇改善もできるでしょう。でも介護保険に

よる処遇改善加算は、実際どれほどになっているの

か？ 非常に疑問です。 

介護保険前にワンコイン福祉に携わってくださっ

た主婦の皆様は、それで生計を立てるという人はほ

とんどおりませんでしたから、純粋にボランティア精

神を発揮できたと思います。その心が処遇改善を推

し進め在宅介護の処遇向上の成果をあげたので

す。私はそのような成果を見て、報酬を上げてやら

なければと思いました。人間は動物ではないので、

エサを撒かれて何かをするのではなく、一生懸命介

護をして、それに見合った報酬をいただけたら、さら

によい成果を目指してがんばるのだと言えます。ニ

ワトリが先か、卵が先かではありませんが、エサにつ

られて介護をするのと、介護をしてから報酬をいた 
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だくのでは成果に大差がつくでしょう。介護者が誇り

を持って介護職に従事できるのはどちらでしょうか？ 

私たちの介護の事例を通して、多くの皆さんが介 

 

 

 

３０年余りの間にたすけあい活動に関与された協

力会員さん・ヘルパーさん、「ＯＢ会」に参加しません

か。その後の話や現状など語り合えたらうれしく思いま

す。「潤心協会」から「あゆみ」にかけて長短にかかわら

ず、在宅福祉活動に携わったお仲間の皆さんと積もる

話に花を咲かせたいと思っております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

護について真剣に考えていただけたらと思い、次号

（第３４号）から心に残る介護の実話を掲載させてい

ただきます。 

 

 

 

１１月３日（金）正午より 

八千代市桑橋 

（元デイサービス太陽）にて 

場所等不明なかたは 

横田までお電話ください  

０８０（１２１３）６７６１ 

 



（４０） 手作りの福祉 広がれ福祉の心 

+ 

 

長年、福祉活動を共にした仲間は私にとっては家

族にも似た存在感がありました。そうした仲間もそれ

ぞれの事情で別れた人もおりますが、何と言っても

今生の別れとなると身を切られる思いがいたします。

特に忘れることができない故人は方波見美枝子さ

ん、麻生綾子さん、青木千恵子さん、渡辺史子さん、

高瀬絹江さん。今でも当時の光景がはっきりと浮か

んできます。みなさん「潤心協会」時代の協力会員と

して貢献してくださり生涯忘れ得ぬ人となりました。 

平成２９年８月１６日、「潤心協会」から「あゆみ」に

かけて貢献してくださった戸田久仁子さんがお亡く

なりになりました。 

初めて戸田さんとお会いしたのは、介護保険が始

まって間もないころでしょうか？ 面接にいらした時

はヘルパーの資格は持っていませんでした。「潤心

協会」は、たすけあい活動をやっておりましたので保

険外の協力をお願いしていました。でも当時は何か

とヘルパーの資格が優先でしたから、おのずと仕事

が制限されてしまい、「私も取りたいけどできるかし

ら？」と迷っておりました。当時、協力会員の大半

は、私がヘルパーの講師を依頼されていたこともあ

って「テレサ学院」でヘルパー２級の資格を取りまし

た。「良いヘルパーを世に送り出したい」というテレサ

の社長に押しまくられて引き受けたのですが、二足

のわらじは厳しく、２年で交代させていただきました

ので他をあたらなければなりませんでした。「テレサ

学院」は週３回９時から５時の６か月でしたが、他は

時間がどんどん短縮され短期間で資格が取れるよ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

うになってきていました。ヘルパーならず介護者に

なるのには不安な点はありましたが、戸田さんは短

期間でヘルパーの資格をいただいてきました。そし

てその資格が戸田さんを変化させていきました。掃

除、洗濯、料理はもともとお手の物でしたが、オムツ

交換でもトランスでも積極的でした。ですから生活支

援と身体介護の組み合わせができる欠かせない存

在感のあるヘルパーになって行きました。 

確かにヘルパー受講者は、まるでところてん式に

押し出されてくるのですからヘルパー業務の３本柱

さえ言えない人がほとんどでした。ですからいつも勉

強会をやっておりました。「資格があるのに勉強しな

きゃいけないのですか？」と言うヘルパーさんもいま

したが、戸田さんは勉強することに意欲がありまし

た。それでもお年寄りをお世話するということは非常

に大変で、担当のケアマネさんから同じことを何度も

何度も厳しく教育されておりました。戸田さんはそれ

に決してへこたれることは無く、後になって「○○ケ

アマネに厳しく仕込まれてよかった」と言っていまし

た。○○ケアマネは、たすけあい活動からやってい 
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ましたので福祉の精神をしっかりと持っており、手綱

を緩めることはしない厳しさを持っておりました。戸田

さんは優しいけれども気丈さも兼ね備えておりました

ので、注意をされたからといって辞めていく人ではあ

りませんでした。仕事をする気構えと責任感があった

からです。最近は厳しく育てるのではなく「褒めてな

だめて持ち上げなければ働いてやらない」と言う人が

増えているというのに戸田さんのような人がいなくなっ

ては寂しい限りです。 

高津に「棕櫚の家」ができた時は家から自転車で

来るのにラッキーだと喜んで力み過ぎたのでしょう

か？ 早番で７時に来るのを６時に来て「あらやだー、

１時間 間違えちゃった」なんてこともちょくちょくでし

た。 

戸田さんは特に手のかかる人を大切にして「○○

ちゃん」「柴ちゃん」と呼んで手をかけておりました。 

その高津「棕櫚の家」も、あの乗っ取りで中国人の

手に渡ってしまい、戸田さんは「柴ちゃん」を見送った

あと、潤心協会から出て来て、「あゆみ」と「たすけあ

い一歩」での協力が始まりました。どちらも開設したば

かりでまだ軌道に乗っていない状態でしたが、一緒

にがんばってくれました。 

その後、旧八千代女子医大に入院されてＣ型肝炎

の治療が始まりました。戸田さんはいつも「大丈夫、大

丈夫」と言って病気に関しては多くを語りませんでした

が、ある時、「Ｔ大病院で新薬を使うことになったの。

実験台なのだけど、うまくいけば人の役に立つのだ

し、何もしないでダメになるよりいいからね。おまけに

バイト代も出るのよ」なんて明るく言っていました。な

ぜかその明るさに胸に引っかかる感じでいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それから間もなく私が入院をした時、どこから聞い

たのか東京の病院までお見舞いに来て「何で横田さ

んがガンになんかなるのよ！」と言われた。まるでガ

ンに怒っているようでした。退院後、快気祝いを持参

してお会いしたのが最後になりました。 

まさか戸田さんの病状が進んでいたとは思いもし

ませんでした。ご主人には乗っ取り事件の時いろい

ろ動いていただいてお世話になったのですが、ご主

人から腹水がたまって大変だったこと、病院に行きた

くないと言っていたことなどを聞いて、私は戸田さん

にもご主人にも何もして差しあげられなかったことを

申し訳ないと思いました。 

戸田さんは私が腎臓ガンなので、きっともう何も頼

めないと思ったのかもしれません。きっと私のほうが

戸田さんより先に逝くと思ったのではないでしょう

か？ 実際私も戸田さんより先に逝くと思っておりまし

た。今日ガンはふたりにひとりと言われています。私

はアナフラキーショックが原因で、抗がん剤が使えな

いとのこと。「ノニ」だけを頼りに飲んでおりますが、も

し抗がん剤治療をしていたら、たぶんもう動けなくな

っていたかもしれません。遅かれ早かれ人は死を受

け入れるのですが、私は最後の最後まで仕事に邁進

してまいります。いずれ時が来たらまたお会いしまし

ょう。どうぞその時まで戸田さんはゆっくり休んでいて

ください。心よりご冥福をお祈りいたしております。 

 



（４２） 手作りの福祉 広がれ福祉の心 

 

 

 

 

平成２８年度（２８年４月～２９年３月） 匿名３名様除く 

■浅岡里子様 ■井上榮様 ■岩上貞子様 

■大越達也様 ■岡部良子様 ■小川春子様 

■荻野明子様 ■荻野博志様 ■梶山ミヨ様 

■片岡律雄様 ■金坂京子様 ■川島はるみ様 

■具志幸人様 ■倉持賢一様 ■駒井健一様 

■斉藤幸様 ■杉本実様 ■鈴木晄様 

■鈴木芳江様 ■綱島洋子様 ■西田蔦子様 

■新澤京子様 ■ボージガー由香様 ■正富洋子様 

■宮地日出子様 ■宮負文子様 ■村松永子様 

■横山秀明様 ■横田治絵様 ■若槻昌弘様 

ご協力ありがとうございました。 

活動ボランティア 

■荻野明子様 ■荻野博志様 ■坂本安様 

■篠田陽子様 ■田中美保子様 ■新澤京子様 

■村松永子様 ■横田治絵様 ■吉澤健様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年度（２９年４月～３０年３月） ８月末現在 

■井上榮様 ■岩上貞子様 ■大越達也様 

■岡部良子様 ■小川春子様 ■荻野明子様 

■荻野博志様 ■金坂京子様 ■駒井健一様 

■斉藤幸様 ■鈴木晄様 ■鈴木芳江様 

■橘實様 ■綱島洋子様 ■西田蔦子様 

■武藤道雄様 ■ボージガー由香様 ■本田久子様 

■横田治絵様 以上 五十音順 

以上の皆様、本年度も早速ご協力ありがとうご

ざいました。会費納入は３月までとなっておりま

す。賛助会へのご協力をいただけるかたは下記

の口座までお振込みをお願いいたします。 

千葉銀行（０１３４） 八千代緑が丘支店（０４８） 

普通 ３４６０６０７ 「特定非営利活動法人 

たすけあい一歩 理事 横田治絵」 

 

 

 

シンガーソングライター・水木翔子さんによる

「歌謡教室」、この８月で１５回を数えました。イン

ターネットラジオ「ミナキーの洒落と歌の日々」へ

番組提供中。世界平和を願って 

みんなで手をつなごう。発声練習・ 

早口言葉・腹式呼吸で健康に!! 
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第３３号 たすけあい活動３０周年特別記念号 平成２９年（２０１７年）９月１日 （４３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「まほうの家」にも１１月に雪が降った!! １１月２４

日、真冬並みの寒気が流れ込んだ関東地方は雪に見

舞われ、１１月に観測した降雪は５４年ぶり、積雪は明

治８年の観測史上初。「まほうの家」がある八千代市島

田台でも２センチほど積もり、１１月とは思えない真冬

の情景が広がりました。この数日前まで、電車には冷

房が効いていたほどの小春日和だったのが一転、偏

西風・寒気・低気圧の位置という偶然が重なり観測した

季節はずれの降雪、雪も似合う「まほうの家」でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「まほうの家」開設後に迎える２度目のお正月、１

月１５日に「新年会」を開催、大勢のお客様にお越

しいただきました。前回の「クリスマスパーティー」同

様「お食事会」「歌謡フェスティバル」「ビンゴ大会」

に加え、今回初登場のお客様によります舞踊のご

披露もあり、盛りだくさんの内容でした。横田代表の

お孫さんは「舞踊」に関心があるようで、一緒に見よ

う見まねで踊られて、素質があるようです。「だんらん

の家 中志津」の皆様もお越しくださり、同社代表・ 

伊藤武さんの迫力ある歌声に魅了されて

いました。水泳で鍛えた肺活量で、毎度

ながら聞き惚れてしまいます。「千の風に

なって」・英語詞による「ゴッドファーザー 

～愛のテーマ」を熱唱、歌の合間は「ビン

ゴ大会」、袋の中の景品を手探りで選ぶ

方式、会場は笑みに包まれました。今回

もお忙しい中お越しくださった皆様には

厚く御礼申しあげます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（４４）    手作りの福祉 広がれ福祉の心 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性のご入居者様が多くい

らっしゃいますサ高住・当「ま

ほうの家」では「ひなまつり」を

３月３日に開催、踊りにカラオ

ケに、ご馳走に･･･女性ご入

居者様を盛大に祝しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この時期恒例の「まほうの家」前を通過する京成の廃

車両、ことしからはとうとう「３６００形」の廃車・搬出が始ま

りました。京成が通勤車８両固定編成を廃車にするのは

初めてのこと。車両を半分に切断し陸送するので「先頭

車（顔）」が通る確率は１６分の１、そんな「顔」が今回ち

ょうど島田台で信号待ち、「まほうの家」前のちょうどいい

場所に停まってくれました。 

「３６００形」は昭和５７年デビューのオールステンレス

車、そんな車両が早くも引退です。京成の廃車両が国

道１６号線を北館林まで向かう光景は「年度末の風物

詩」となり「珍百景」感が薄れてしまいました。今回はい

い画が撮れたので誌面にて紹介しました。 

な蝉」そして

水木翔子さん

の「手をつな

ごう」など、多

岐 に 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第３３号 たすけあい活動３０周年特別記念号 平成２９年（２０１７年）９月１日 （４５） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「まほうの家」で月１回「歌謡教室」を行ってくださ

っています八千代市在住のシンガーソングライタ

ー・水木翔子さんのお弟子さん・２人組歌手の「阿

修羅」さんが、遠路・広島県より前日の水木さんの

「インターネットラジオ『ミナキーの洒落と歌の日々』 

（「まほうの家」提供、パ

ラオリンクスにて毎週水

曜夜９時生放送）」出演

に引き続き、「まほうの

家」へ慰問に訪れてくだ

さいました。彼らの持ち

歌「戦国の世に咲く花」 

「母へ」 「忘

れな蝉」そし

て水木翔子

さんの「手を

つなごう」な

ど、多岐にわ

たる皆さんお

なじみの楽

曲を披露くだ

さり、ご入居

者様のみな

らず、お客様

や職員共々

本当に聞き

ほれてしまい

ました。 

【阿修羅（あしゅら）】 

広島県上下町出身。平成２２年結成の中山隆さんと池

田二三枝さんのデュオ、池田さんが作詞・作曲のオリ

ジナル曲「戦国の世に咲く花」でデビュー。「阿修羅」

の由来は、もともと戦いに明け暮れる神であったが、

戦う自分を憂い、後には仏の守護神となったと伝えら

れている「阿修羅」にちなむ。中山さんは手創り劇団

「清岳」を主宰し、池田さんは原作・脚本を担当、オリ

ジナル劇公演を行う。「戦国の世に咲く花」「風一輪」

は、その主題歌として作られた。「カラオケＤＡＭⓇ」

にもございます。かっこいい楽曲です。ぜひご聴取

のうえ、カラオケにも挑戦してください。 

 

 

 

泣くのはやめろよ 見捨てられても 

お前のせいなどしない 嘆きはしない 

ぐずぐずするなよ 古巣へ帰れ 

しかばねになっても 決して振り向くな 

戦に生きる俺たちは 明日など夢見てはいけない 

砕け散って灰になっても このまま大地を走ってる 

枯れ木を拾って はいずり回って 

たどり着くのは この世の別れ 

ほとばしる血潮が 赤く 赤く 赤く 赤く 

戦国の世に咲く花 さらば さらば さらば さらば 

 

お前がいたから 俺がいた 

二人でいたから いつも分かり合えた 

めそめそするなよ 寝床へ帰れ 

しかばねになっても 決して振り向くな 

生まれ変わり めぐり逢い 戦場で会うと約束しよう 

砕け散って灰になっても このまま大地を走ってる 

枯れ木を拾って はいずり回って 

たどり着くのは この世の別れ 

ほとばしる血潮が  

熱く 熱く 熱く 熱く 

戦国の世に散る花  

さらば さらば さらば 

さらば 

▲くりかえし 

 

 

 

 



（４６） 手作りの福祉 広がれ福祉の心 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私どもとご縁があり十数年にもわたり ご一緒させ

ていただいているご入居者様、あれよこれよと、もう

８６歳。「たすけあい一歩」ではささやかながらお祝

いをいたしました。仙台に住む妹様もかけつけてく

ださり、ご満悦の様子。姉妹なかよくどうぞ長生きし

てください。お誕生日おめでとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ことしもたけのこの「旬」が、例年より少々遅れながら

もやってまいりました。「たすけあい一歩」では八千代

市桑橋にて「たけのこまつり」を実施、昨年と比べ小 

ぶりではありましたが、皆さん

掘られたたけのこをおみやげ

に持ち帰られていました。青

空のもと「たけのこごはん」や

「たけのこの味噌汁」など多く

のたけのこ料理が歓談に華を

添えてくれました。ことしのた

けのこもたいへんおいしゅう

ございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
■「たすけあい活動」は会員制です 

▲サービスをご利用されるかた 【入会金】１０,０００円 【年会費】３,０００円 １時間１,５００円 交通費実費負担 

  
▲サービスを提供されるかた 【年会費】１,０００円 １時間８００円～１,０００円 交通費実費負担 

▲活動をご支援くださるかた 【賛助会員】一口３,０００円 何口でも 

お振込み先は 千葉銀行（０１３４）八千代緑が丘支店（０４８） 普通 ３４６０６０７  

特定非営利活動法人 たすけあい一歩 理事 横田治絵  

この他にもいろいろな活動会員がおります。 詳細は０４７（４８５）７０５０ または   ０８０（１２１３）６７６１ 横田までお気軽にお電話ください 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第３３号 たすけあい活動３０周年特別記念号 平成２９年（２０１７年）９月１日 （４７） 

くもじいじゃ。｢まほうの家｣前の電飾工事におみえになられた業者さんに頼ん

で高所作業車から撮影していただいたぞ。日頃見ることのできない位置からの眺 

めはどうじゃ？ えぇじゃろ？ えぇじゃろ？ 「まほうの家」は、緑に囲まれた場所なんじゃのぉ…。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■赤堀真佐子様 ■浅岡里子様 ■伊藤比呂志様 ■岩上貞子様 ■大石宣子様 ■大越達也様 ■岡部良子様 

■小川春子様 ■荻野明子様 ■荻野博志様 ■片岡律雄様 ■金坂京子様 ■鴨川隆一様 ■川島はるみ様 

■具志幸一様 ■熊田理沙様 ■小島武文様 ■駒井健一様 ■斉藤幸様 ■正田富美恵様 ■白井尊士様 

■杉本宗一様 ■杉本実様 ■鈴木晄様 ■鈴木芳江様 ■田中美保子様 ■綱島和徳様 ■綱島史郎様 

■中山芙美子様 ■中山良美様 ■新澤京子様 ■西田蔦子様 ■西田敏子様 ■濱崎千恵様 ■正富洋子様 

■宮地日出子様 ■村田肇様 ■村松永子様 ■山﨑司法書士事務所様 ■横田治絵様 ■横山秀明様 

お問い合わせは０４７（４０９）８５６８ 担当は横田・荻野です。お気軽にお電話ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正社員 【月給】最大２６万円＋諸手当 
【勤務】２４時間 変則シフト制 
▲休日はシフト制 ▲社会保険完備  
▲交通費支給 ▲車通勤可  
▲詳細は面談時にお問い合わせください 

パート 【時給】８５０円～１,５００円 
【勤務】都合のいい時間でかまいません 
土曜・日曜日に勤務できるかた 優遇します 
【資格】「ヘルパー２級」 無資格でも可 
「介護福祉士」「社会福祉主事」のかた歓迎 
 



（４８） 手作りの福祉 広がれ福祉の心 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

■交通のごあんない 東葉高速鉄道・八千代緑が丘駅より 
千葉レインボーバス、船尾車庫行き 島田台停留所下車 
徒歩およそ５分 京成線・勝田台駅、東葉高速鉄道・ 
東葉勝田台駅より 車でおよそ１５分   

  


